
第 12 期 決 算 公 告
平成 23年４月 21日
福島県福島市松川町美郷四丁目１番地の１

Ｇ＆Ｇサイエンス株式会社
代表取締役 阿部由紀子

貸借対照表の要旨(平成22年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 238,789
固 定 資 産 70,959
資 産 合 計 309,748

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 143,561
株 主 資 本 166,187
資 本 金 90,000
資 本 剰 余 金 68,945
資 本 準 備 金 68,945
利 益 剰 余 金 7,241
その他利益剰余金 7,241
(うち当期純利益) (1,939)
負債・純資産合計 309,748

第 52期決算公告 平成23年４月21日
千葉市中央区市場町３番１号

旭建設株式会社
代表取締役 北沢 幸雄

貸借対照表の要旨(平成22年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

の

部

資

産

流 動 資 産 3,013,257
固 定 資 産 1,455,637
繰 延 資 産 225

合 計 4,469,120

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 4,378,985
固 定 負 債 28,639
株 主 資 本 61,495
資 本 金 400,000
利 益 剰 余 金 �338,504
利 益 準 備 金 1,500
その他利益剰余金 �340,004
(うち当期純損失) (68,789)
合 計 4,469,120

第 ７ 期 決 算 公 告
平成 23年３月 25日

東京都港区虎ノ門２丁目３番17号
ＭＴ＆ヒルトンホテル株式会社

代表取締役社長 大岩 一彦
貸借対照表の要旨

(平成22年12月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

の
部
資
産

流 動 資 産 791,964
固 定 資 産 79,821
資 産 合 計 871,785

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 1,261,584
固 定 負 債 144,661
株 主 資 本 �534,460
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 �554,460
その他利益剰余金 �554,460
(うち当期純損失) (349,124)
負債・純資産合計 871,785

第 ４ 期 決 算 公 告
平成 23年４月 21日
東京都中央区日本橋茅場町三丁目３番９号

ＫＦ２株式会社
代表取締役 飯塚 隆

貸借対照表の要旨(平成22年11月30日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 856

資 産 合 計 856

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 153

固 定 負 債 3,500
株 主 資 本 �2,796
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 �3,796
その他利益剰余金 �3,796
(うち当期純損失) (1,562)
負債・純資産合計 856

第 ３ 期 決 算 公 告
平成 23年４月 21日
東京都中央区日本橋茅場町三丁目３番９号

ＫＦ３株式会社
代表取締役 飯塚 隆

貸借対照表の要旨(平成22年11月30日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 226

資 産 合 計 226

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 448

固 定 負 債 10,000
株 主 資 本 �10,222
資 本 金 500

資 本 剰 余 金 500

利 益 剰 余 金 �11,222
その他利益剰余金 �11,222
(うち当期純損失) (1,712)
負債・純資産合計 226

第 26期決算公告 平成23年４月21日
東京都墨田区太平二丁目10番10号
株式会社エス・エイチ・シー

代表取締役 早川 達也
貸借対照表の要旨(平成22年12月31日現在)

科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 764,481
固 定 資 産 351,778
資 産 合 計 1,116,259

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 3,927,995
固 定 負 債 1,631,628
株 主 資 本 �4,443,364
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 100,000
(その他資本剰余金) (100,000)
利 益 剰 余 金 �4,643,364
(その他利益剰余金) (�4,643,364)
負債・純資産合計 1,116,259

~ 当期純利益 188,970千円

平成™š年›月™˜日 木曜日 (号外第Ÿœ号)官 報
相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
北
九
州
市
門
司
区
大
里
戸
ノ
上
一
丁
目
四
七
一

七
番
地
、
最
後
の
住
所
北
九
州
市
小
倉
北
区
足
立
三

丁
目
一
〇
番
三
五
号

被
相
続
人

亡

山
川

弘
則

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

北
九
州
市
小
倉
北
区
原
町
二
丁
目
一
番
六
号
リ
ー

ガ
ル
テ
ラ
ス
一
〇
二
号

相
続
財
産
管
理
人

高
橋

宏
彰

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
福
岡
県
福
岡
市
南
区
大
橋
三
丁
目
二
番
、
最
後

の
住
所
福
岡
県
筑
紫
郡
那
珂
川
町
片
縄
北
二
丁
目
一

七
番
二
五
号

被
相
続
人

亡

吉
浦

秀
樹

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

福
岡
市
中
央
区
赤
坂
一
丁
目
一
二
番
一
五
号
読
売

福
岡
ビ
ル
四
階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

塚
田

武
司

無
縁
墳
墓
等
改
葬
公
告

墓
地
整
理
の
た
め
に
無
縁
墳
墓
等
に
つ
い
て
改
葬
す
る

事
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
墓
地
使
用
者
等
、
死
亡
者
の
縁

故
者
及
び
無
縁
墳
墓
等
に
関
す
る
権
利
を
有
す
る
方
は
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
年
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

尚
、
期
日
ま
で
に
お
申
し
出
の
な
い
場
合
は
、
無
縁
仏

と
し
て
改
葬
す
る
事
に
な
り
ま
す
の
で
ご
承
知
下
さ
い
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

一

墳
墓
等
所
在
地

東
京
都
墨
田
区
立
川
一
丁
目
二
番

二
号

一

墳
墓
等
の
名
称

龍
光
院
墓
地

川
口
家

伊
藤
家

秋
里
家

山
田
家

石
川
家

藤
野
家

吉
田
家

佐
藤
家

丁
坪
家

池
田
家

島

田
家

徳
武
家

石
橋
家

松
本
家

長
橋
家

鶴
巻

家

銚
子
屋
家

不
詳
墓
二
基

一

死
亡
者
の
本
籍
及
び
氏
名

本
籍
及
び
氏
名
不
詳

一

改
葬
を
行
お
う
と
す
る
者

東
京
都
墨
田
区
立
川
一

丁
目
二
番
二
号

宗
教
法
人
龍
光
院

代
表
役
員

大

谷

雄
昭

旅
行
業
協
会
ボ
ン
ド
保
証
制
度
保
証
金
取
戻
し
公
告

社
団
法
人
日
本
旅
行
業
協
会
ボ
ン
ド
保
証
規
程
第
三
十

一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
よ
う
に
公
告
し
ま
す
。

一
、
当
協
会
の
ボ
ン
ド
保
証
会
員
で
あ
っ
た
旅
行
業
者

^

旅
行
業
の
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

観
光
庁

長
官
登
録
旅
行
業
第
一
三
六
六
号

平
成
三
年
十
二

月
二
十
日

_

商
号

ア
ミ
ュ
ー
ズ
ト
ラ
ベ
ル
株
式
会
社

`

名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

ア
ミ
ュ
ー
ズ

ト
ラ
ベ
ル
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河

台
二
丁
目
八
番
地

代
表
取
締
役

板
井

克
己

a

主
た
る
営
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

本
社
営
業

所

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
八
番
地

二
、
当
協
会
の
ボ
ン
ド
保
証
会
員
と
な
っ
た
年
月
日

平

成
十
一
年
九
月
三
日

三
、
当
協
会
の
ボ
ン
ド
保
証
会
員
と
し
て
の
身
分
を
失
っ

た
年
月
日

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
六
日

四
、
当
協
会
に
預
託
し
た
保
証
金
等
の
額

五
百
万
円
也

五
、
第
一
号
の
ボ
ン
ド
保
証
会
員
で
あ
っ
た
者
と
の
旅
行

業
務
に
関
す
る
取
引
で
当
協
会
の
ボ
ン
ド
保
証
会
員
で

あ
っ
た
期
間
に
お
け
る
も
の
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
に

関
し
旅
行
業
法
第
二
十
二
条
の
九
第
一
項
の
権
利
を
有

す
る
者
は
、本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
六
箇
月
以
内
に
、

当
協
会
の
弁
済
業
務
規
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
債
権
の
額
及
び
そ
の
取
引
が
成
立
し
た
時
期
並
び

に
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
を
記
載
し
た
認
証
申
出
書

二
通
並
び
に
本
会
の
ボ
ン
ド
保
証
規
程
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
ボ
ン
ド
弁
済
申
請
書
一
通
を
当
協
会
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
弁
済
業
務
規
約
に
定
め
る
弁

済
限
度
額
及
び
ボ
ン
ド
保
証
規
程
に
定
め
る
弁
済
限
度

額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
七
千
万
円
及
び
五
百
万
円
で
す
。

六
、
前
号
の
期
間
内
に
認
証
申
出
書
及
び
ボ
ン
ド
弁
済
申

請
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
場
合
は
当
協
会
は
ボ
ン
ド
保

証
規
程
に
基
づ
く
弁
済
を
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
第
四

号
の
保
証
金
は
ボ
ン
ド
保
証
会
員
で
あ
っ
た
者
に
取
り

戻
さ
れ
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
三
番
三
号

社
団
法
人
日
本
旅
行
業
協
会

会
長

金
井

耿

Ÿ—
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